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意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

J
A
湘
南
が
野
菜
の

即
売
や
コ
ロ
ッ
ケ
、
ジ
ャ
ガ
バ

タ
ー
な
ど
の
模
擬
庖
を
、
東
京

電
力
や
N
T
T、
水
道
局
、
東

京
ガ
ス
は
、
パ
ネ
ル
展
示
等
、

自
転
車
商
協
同
組
合
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売
。
交
通

安
全
母
の
会
は
、
か
き
氷
や
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
模
擬
腐

を
出
庖
し
ま
す
。

さ
ら
に
、

手
作
り
品
や
不
用

品
を
中
心
に
し
た

「
フ
リ
l
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
で
は
、
四
十
七
屈

が
庖
を
聞
き
ま
す
。

こ
の
外
、
ミ
ニ
機
関
車
コ
ー

ナ
ー
や
フ
ア
フ
ア
コ
ー
ナ
ー
、

エ
コ
ロ
ー
ド
ク
イ
ズ
、
木
工
工

作
、
湘
南
ナ
ン
バ
ー
P
R用
の

展
示
を
行
い
ま
す
。

E~Æ副司置註対事【 E

そ
し
て
各
市
が
共
催
し
、
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る

「
道
の
日
フ
ェ

ア
別
」
は
、
今
年
平
壌
会
場
と
な
り
、
八
月
七
日
(
臼
)
浅
間
緑
地
を
中
心
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
多
彩
な
催
し
物
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
県
笹
音
楽
隊
と
カ
ラ
l
ガ
l
ド
隊
の
ド

リ
ル
演
奏
は
、
フ
ェ
ア
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

建
設
省
で
は
、
良
い
道
路
環

境
と
よ
り
美
し
い
道
路
に
し
よ

う
と
、
八
月
を

「道
路
を
ま
も

る
月
間
」
と
決
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六
十

一
年
度
か
ら

八
月
十
日
を

「迫
の
日
」
と

し
て
、
道
路
の
意
識
や
盈
要
性

に
対
す
る
国
民
の
関
心
を
高
め

よ
う
と
、
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。道

路
は
、
水
や
空
気
の
よ
う

に
あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
て
、
そ
の

大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
ま

た
、
道
路
の
将
来
や
安
全
性
、

生
活
と
の
か
か
わ
り
、
さ
ら
に
、

固
と
県
と
道
路
公
団
、

.. 、

レ
平
塚
グ
ッ
ズ
に
よ
る
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
、
午
前
と
午
後
二
聞
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

1
「
忍
者

戦
隊
カ
ク
レ
ン
ジ
ャ
l
」
、
同

じ
く
シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー
な

ど、

子
供
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
用

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

の
道
路
の
役
割
な
ど
、
み
ん
な

で
考
え
て
い
く
べ
き
問
題
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

と
と
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
道

の
日
」
で
す
。

道
の
日
が
八
月
十
日
に
定
め

ら
れ
た
の
は
、
道
路
を
ま
も
る

月
間
中
で
あ
る
こ
と
と
、
大
正

九
年
八
月
十
日
に
、
我
が
固
で

最
初
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
の

長
期
計
画

「第
一
次
道
路
改
良

計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
制
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

可島

音
楽
隊
の
ド
リ
ル
演
奏

中
央
公
民
館
で
は
、
正
午
か

ら
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
と
地
元

出
身
の
歌
手
が
出
演
す
る
歌
謡

シ
ョ

1
「
輝
け
、
ひ
ら
つ
か
演

歌
の
皐
た
ち
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
新
湘

南
国
道
の
高
架
模
型
や
パ
l
ス

図
の
展
示
、
県
の
「
か
な
が
わ

の
橋
百
選
」
と

「
古
道
五
十
」

の
写
真
の
展
示
な
ど
、
各
団
体

の
P
R
や
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設

廿
ら
れ
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
道
路
総
務
課

(
内
線
四

O
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江
陽
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
県

笹
音
楽
隊
と
カ
ラ
l
ガ
l
ド
隊

の
ド
リ
ル
演
奏
、
午
後
二
時
か

ら
は
ベ
ル
マ
1
レ
平
塚
の
選
手

に
よ
る
少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室
一
が

聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
校
舎
前

の
通
路
で
は
建
設
省
横
浜
工
事

事
務
所
が
千
葉
か
ら
搬
送
し
た

新
型
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
や
ホ
イ

ー
ル
ク
レ
ー
ン
、
県
か
ら
は
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
体
験
車
な

ど
、
特
殊
車
両
の
展
示
と
試
乗

会
を
聞
き
ま
す
。

広報

多
彩
な
催
し
物
を

真夏の花ひまわり
真夏の自主乏しの中、大きな

黄色い花は、夏のシンボルと

して親しまれている。北アメ

リカ原産で、油、食用にも栽

培される。種はおいしい。姉

妹都市ローレンス市のあるカ

ンザス州の花でもある。

ジ
が
設
け
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

催
し
物
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
勇
壮
な
七
夕
太
鼓

で
閉
幕
し
、
参
加
者
に
楽
し
い

ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布
、
リ
サ
イ

ク
ル
自
転
車
三
台
と
ベ
ル
マ
l

道
の
日
フ
ェ
ア
W
は
、
八
月

七
日
(
日
)
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
、
浅
間
緑
地
や
中

央
公
民
館
、
江
陽
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま
す
。

浅
間
緑
地
会
場
は
、

S語

ス
テ
1
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市
で
は
、
ご
み
の
分
別
収
集

を
実
施
し
て
い
る
が
、
最
近
一

部
の
地
区
の
ご
み
集
積
所
で
分

別
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

特
に
資
源
再
生
ご
み
の
日
に
資

源
で
な
い
も
の
が
多
く
出
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
今
年
の

四
月
と
五
月
の
早
朝
、
重
点
地

区
に
職
員
を
配
出
し
指
導
を
行

っ
た
り
、
間
違
っ
て
出
さ
れ
た

ご
み
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
る
な

広報ひらつか第 532号

写真トビvクス

夏
だ
/

ど
し
た
結
果
、
不
法
排
出
ご
み

が
三
分
の
一
に
減
少
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
心
掛
け
か
ら
、
ご
み

の
資
源
化
・
減
泣
化
に
つ
な
が

る
。
も
う

一
度
ご
自
宅
の
「
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
見
直

し
、
正
し
い
ご
み
の
出
し
方

に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
等

の
ガ
ス
扱
き
を

収
集
車
が
火
を
噴
く
事
故
が

昨
年
度
で
九
件
、
今
年
度
二
件

起
き
て
い
る
。
原
因
は
、
ス
プ

レ
ー
倍
、
卓
上
用
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
等
の
残
留
ガ
ス
の
発
火
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
卓
上

用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
中
身

を
使
い
切
っ
て
か
ら
火
気
の
な

い
戸
外
で
穴
を
聞
け
、
資
源
再

生
ご
み
の
日
の
午
前
七
時
か
ら

八
時
三
十
分
に
決
め
ら
れ
た
場

所
に
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ガ
ス
抜
き
器
に
つ
い
て
の
要

望
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、
部
境

衛
生
業
務
課
ご
み
減
量
対
策
係

(内
線
五
三
七
)
へ
。

臨
時
職
員
の
募
集

マ
職
種
薬
剤
師

マ
資
格
薬
剤
師
免
許
取
得
者

で
刊
歳
未
満
の
方

マ
勤
務
時
間
午
前
日
時

3
午

後
3
時

マ
勤
務
場
所
市
民
病
院

マ
募
集
人
民
若
干
名

マ
賃
金

時
給
一

千
四
百
円

申
し
込
み
は
、
八
月
十
九
日

(
金
)
ま
で
に
届
歴
告
と
免
許

証
の
写
し
を
市
民
病
院
庶
務
課

(氾
話
認
|
O
O
一
五
)
へ
本

人
が
直
接
持
参
す
る
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
ご
利
用
を

平
塚
駅
と
自
宅
を
結
ぶ
便
利

な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
ご
利
用

を。マ
場
所
平
塚
駅
西
口
北
側

マ
料
金
一
か
月
二
千
二
百

円
、
一
日

一
回
二
百
円

マ
利
用
時
間
午
前
6
時
叩
分

1
午
後
叩
時
泊
分
(
日
曜
日
と

祝
日
は
休
業
)

戦
時
中
資
料
の
協
力
を

博
物
館
で
は
、
来
年
が
昭
和

二
十
年
の
平
塚
大
空
襲
か
ら
五

十
年
自
の
節
目
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
関
連
の
資
料
を
広
く
集

め
て
い
る
。
次
の
資
料
を
お
持

ビ
3
チ
だ
/

ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
博
物
館
学
芸

係
(
也
話
お
l
五

一
一
一
)

へ

ご
連
絡
を
。
な
お
、
こ
の
資
料

を
も
と
に
来
年
特
別
展
「
平
塚

の
空
襲
と
戦
災
」
を
聞
く
。

ス
ボ
3
ヴ
だ
/

湘南ひらつかピーチ

パークでは、さわや

かな潮風の中で、

ピーチスポー

ツが花盛り

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
原
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
ポ
1
ト
(
泣
話
幻

|
六
四
O
六
)

初
級
の
手
話
講
座

マ
日
程

9
月
2
日
(
金
)
1

初
日

(
金
)
の
毎
週
月

・
金
昭

日
(
幻
日
は
除
く
)
、
全
8
回

マ
当
時
の
生
活
用
具
や
衣
類
、

衣
料
切
符
や
米
穀
通
帳
、
防
空

訓
練
に
使
用
し
た
も
の
、
当
時

の
子
供
の
蹴
具
や
勉
強
道
具
、

出
征
や
勤
労
動
員
に
闘
す
る
も

の
、
市
内
に
残
る
空
襲
跡
に
関

す
る
情
報
、
戦
時
中
の
体
験
記

な
ど

マ
時

間

午

後

6
時
3
8時

マ
会
場
市
役
所
B
会
議
室

マ
定
員

初
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
障
害
福
祉
課
障
害

福
祉
係
(
内
線
二
二
一
)

夏
休
み
子
ど
も

プ
レ
イ
ラ
ン
ド

背
少
年
会
館
で
は
、
楽
し
い

ク
ラ
フ
ト
教
室
を
開
く
。

マ
日
時

8
月
幻
自
(
土
)
午

後
2
時

3
4時

マ
会
場
背
少
年
会
館

マ
対
象
小
学
生
日
人

(
先
哲

9月13日・ 13: 00-14 : 00 

13日 ・14: 30へ-15: 20 

13日 ・15: 30-16 : 00 

14日 ・15:00-16: 00 

1日 ・13: 30-14 : 30 

1日 ・15: 00-16 : 00 

2日 ・13: 00-14 : 00 

2日 ・15: 00-16 : 00 

6日・ 13: 00-13 : 50 

6日・ 14: 10-14 : 40 

6日・ 15: 10-16 : 10 

7日・ 15: 00-16 : 00 

8日・ 13:00へ-13: 30 

8日 ・13: 40-14 : 30 

8日・ 15: 00-16 : 00 

9日・ 13: 30-14 : 30 

9日・ 15: 00-16 : 00 

移動図書館の日程
8月16日 30日

16日 30日

16日 30臼

17日 31円

18日

18日

19臼

19日

23日

23日

23日

24日

25日

25日

25日

26日

26日

土屋小学校

吉沢小学校

吉沢公民館

松延小学校

金回小学校

みずほ小学校

ふじみ野商庖街

旭陵中学校

港小 学校

海宝寺

盟国公民館

松が丘公民館

城島小学校

城島公民館

岡崎小学校

浄心寺

金田公民館

順
)

マ
持
ち
物

は
さ
み
、
カ
ッ
タ

ー
、
の
り
、
筆
記
用
具

マ
費
用
三
百
円
(
当
日
徴
収
)

申
し
込
み
は
、
八
月
二
十
日

(
土
)
ま
で
に
背
少
年
会
館

(
電
話
詑
|
七
O
ニ
九
)
へ
電

話
で。

合
唱
祭
の
団
体
募
集

唱
A 

毘含I A" ~I' 市
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
二

十
二
回
市
民
合
唱
祭
に
参
加
を

希
望
す
る
合
唱
団
を
募
集
す

る。マ
開
催
日
時

2
月
四
日
(
臼
)

マ
開
催
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
申
込
期
間

8
月
2
日
(
火
)

s
m日
(
水
)

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
団

体
名
、
合
唱
団
代
表
者
お
よ
び

指
揮
者
の
住
所
、
氏
名
、
屯
話

番
号
を
記
入
し
、
市
民
セ
ン
タ

ー
(
〒
加
平
塚
市
見
附
町
十
五

ー
一
電
話
ロ
ー
ニ
二
三
五
)

へ。

技
術
の
振
興
賞

平
塚
商
工
会
議
所
で
は
、
優

れ
た
工
業
製
品
等
を
開
発
し
た

市
内
の
企
業
の
従
業
員
等
の
表

彰
対
象
者
を
募
集
す
る
(
一
人

何
件
で
も
可
)
。

マ
応
募
期
限

8
月
白
日
(
水
)

マ
表
彰
対
象
①
3
年
以
内
に

開
発
さ
れ
た
技
術
等
で
、
実
際

に
企
業
化
さ
れ
た
か
、
効
果
が

実
証
さ
れ
た
も
の
②
地
場
産

業
の
発
展
や
国
民
生
活
の
向
上

に
役
立
つ
優
れ
た
技
術
等
で
あ

る
こ
と

応
募
希
望
者
は
、
平
容
商
工

会
議
所
(
電
話
泣
|
一
一
五
一
O
)

へ
お
尋
ね
を
。詐

一口弘

(
電
話

m
l六
三
二
九
)

{大
磯
水
彩
画
同
好
会
展
}
8

月
4
日
(
木
)
1
9
日
(
火
)

{京
雅
張
お
よ
び
木
目
込
人
形

展
}
8
月
日
日
(
木
)
S
M
B

(
火
)

{国
連
ポ
ス
タ
ー
作
文
作
品
展
}

8
月
四
日
(
木

)
i
n日
(
火
)

{ユ
キ
油
絵
教
室
展
}
8
月
お

日
(
木

)
3初
日
(
火
)

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-
中
央
公
民
館
2
階

(
電
話
M

l
一
一
一
一
一

)

{道
の
日
フ
ェ
ア
別
児
童
絵
画

展
}
8
月
3
日
(
水
)
3

7
日

(
回
)

{ジ
ョ

l
・
オ
ダ
ネ
ル
写
真
展
}

8
月

η
日
(
水

)
1
n日
(
日
)

{入
木
会
作
品
展
}
8
月
幻
日

(火

)
i
m日
(
日
)

{竹
翠
会
南
画
作
品
展
}
8
月

初
日
(
火
)
1
9月
4
日
(
日
)

あなたの声を
， ， 

広聴パドローJレ

。8月3日(水)
・10時-12時土屋公民 館

・14時 -16時吉沢公民 館。8月11日(木)
• 19 時~21 時横内団地集会所。8月12日(金)
• 10時 -12時大神公民 館

・ 14 時~16時横内公民館

• 19 時~21 時田村自治会館

※聞い合わせは広報広聴郡広聴担当へ(内線 355)

市民のみなさんの意見や要望、

苦情などを聴き、市政に反映さ

せます。お気軽にご利用を

プロフィール
雌応大学大学院修了後、 NHKrNC9J初
の女性ニュースキャスターに就任。平成 4年

4月からテレビ朝日ニュースフロンティア
のキャスター。東京工事韓大学問飾

文化講演会
.._-世界は舎..戸..__.一

日時 9月 10日(土)
開演午後2時

会場中央公民館ホール

講師宮崎緑さん
。申し込み はがきに住所、氏名、

年齢、電話番号を記入のうえ「〒

254平塚市追分 1ー 20 中央公民

館」へ。はがきは 1人 1枚先着 700

人。 高 校 生 以 上



第 532号

そ
れ
に
対
し
て
糖
尿
病
型
で

は
、
任
意
の
時
刻
に
測
定
し
た

血
糖
値
が
、

二
百
以
上
で
、
朝

食
前
ま
た
は
空
腹
時
の
血
精
値

が
百
四
十
以
上
で
あ
る
。
と
の

ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
方
を
、

境
界
型
と
い
う
。

糖
原
病
の
初
期
は
、
無
症
状

の
場
合
が
多
く
、
症
状
を
自
覚

し
た
と
き
に
は
か
な
り
症
状
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く

な
b
。

主
な
症
状
と
し
て
は
、

①
や
た
ら
に
の
ど
や
口
が
渇
く

②
多
飲
多
尿
③
島
常
な
く
ら

い
食
欲
が
あ
る
④
全
身
が
だ

る
く
疲
れ
や
す
い
⑤
急
に
や

せ
る
⑤
皮
膚
が
か
ゆ
く
化
鵬

し
や
す
い
な
ど
。
症
状
に
気
づ

か
れ
た
方
は
、
早
め
に
一
専
門
医

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
定
期
健
診
の
受
診
を
心

掛
け
、

早
期
発
見
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

年
-圃・・圃-

回
は
健
康
診
査
を

広報ひらつか

市
で
は
、
四
十
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
基
本
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
る
。

年

一
回
受
診
で
き
る
の
で
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
(
市
民
病

院
は
除
く
)
で
受
診
を
(
勤
務

平成6年 8月 1日(3) 

先
で
健
康
診
断
を
受
け
る
機
会

の
あ
る
方
は
除
く
)
。

マ
受
診
内
容
血
圧
測
定
、
検

原
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
、

肝
機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、

心
電
図
検
査
、
貧
血
検
査
、
血

糖
検
査
、
肺
が
ん
検
診
等
(
た

だ
し
肺
が
ん
検
診
は
受
診
で
き

な
い
医
療
機
関
が
あ
る
の
で
、

申
し
込
み
の
際
確
認
を
)

マ
料
金
無
料

マ
申
込
方
法
実
施
医
療
機
関

に
直
接
申
し
込
む

※
実
施
医
療
機
関
名
お
よ
び
受

診
に
つ
い
て
は
、
健
康
課
(
内

線
二
六

O
)
へ。

保
健
所
で
無
料

エ
イ
ズ
検
査
を

県
内
の
保
健
所

(横
浜

・
川

崎
・
横
須
賀
市
を
除
く
)
で
は
、

エ
イ
ズ
抗
体
検
査
を
無
料
、

匿

名
で
受
け
ら
れ
る
検
査
体
制
を

と
っ
て
い
る
。

な
お
、
検
査
結
果
は
受
検
の

一
週
間
後
の
同
じ
眼
目
に
本
人

に
直
接
お
答
え
し
て
い
る
。

検
査
は
予
約
制
で
曜
日
を
決

め
て
実
施
し
て
い
る
の
で
、
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
平
塚
保

健
所
(
電
話
泣

|
O
一三

O
)

に
お
尋
ね
を
。

心
の
健
康
相
談

平
塚
保
健
所
で
は
、
心
や
ア

ル
コ
ー
ル
等
の
悩
み
を
持
つ
方

お
よ
び
そ
の
家
族
を
対
象
と
し

た
健
康
相
談
会
を
開
く

(訪
問

も
可
)
。

マ
日
程

8
月
3
日
(
水
)
、
9

日
(
火
)
、
お
日
(
火
)

マ
時

間

午

後
1
時
泊
分
5
3

時
叩
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
担
当
者
精
神
科
医
、
ケ
l

他三=======一一=三一一一一一一一一一一一=一一一一一一一
-Ez--一一一一
一一一一一一一一一======一一一一一一一一一一=一一一
一一一=一一一
Ez--一一一一一一三一一一一一一一一一一一三一=一一一一一======加

川

f

、
ィ
・/
-

F

F

F

炎
な
ど
と
鑑
別
す
る
た
め
に

川

rきい
ぞ
ド
点
、
I
誠
昨
一ゾ
、γ
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
や
胤
液
検

川

…~r
h
J
h
l

'IIU

A
州

川

:

査
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ

川

円

ふ
も
だ
吠

p
iι降
七
い

二
一
る。

川

d
d
z
E
h
h
同
4
，
、

-川

川
H
H
M削
m

Z
3
31

急
性
期
の
治
療
は
、

三
角

川

山
ゑ
努

引
♂

1
4恥

u
u、

三
〓
，

布
で
局
所
を
安
静
に
し
、
鎖

酬

痛
消
炎
剤
の
投
与
な
ど
で
痛

川

川

正

し

い

診

断

を

|

五

十

肩

み
を
和
げ
る
。
慢
性
期
で

州

川

五
十
円
と
は
、
日
関
節
周
れ
た
り
、
原
因
不
明
の
も
の
は
、
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
や
温
熱

川

川

囲
炎
と
も
言
わ

れ

、

四

十

か

も

あ

る

。

療

法

、

運

動

療

法

に

よ

り

和

川

川

ら
五
十
歳
代
の
女
性
に
多
主
な
症
状
は
、
腕
を
ね
げ
る
。
ま
た
、
特
殊
な
例
と

川

川

い
。
原
因
は
、
動
き
の
大
き
じ
っ
た
り
、
挙
げ
よ
う
と
す
し
て
外
科
的
治
療
も
さ
れ
る
。

川

川

な
間
関
節
を
支
え
て
い
る
筋
る
と
痛
み
が
現
れ
る
。
症
状
五
十
町
は
、
治
療
も
し
く

川

州

肉
や
舵
、
関
節
の
動
き
を
円
が
盟
い
と
安
静
に
し
て
も
摘
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
半
年

州

川

滑
に
す
る
た
め
の
軟
骨
な
ど
み
が
持
続
す
る
。
か
ら
一
年
で
治
る
こ
と
が
多

川

川

が
、
老
化
現
象
と
と
も
に
石
五
十
肩
の
診
断
は
、
発
症
い
。
適
切
な
治
療
を
受
け
れ

川

川

灰
化
を
生
じ
炎
症
を
起
こ
す
の
年
齢
や
痛
み
の
所
見
な
ど
ば
経
過
は
良
好
な
の
で
、
専

川

川

た
め
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
か
ら
比
較
的
容
易
だ
が
、
骨
門
医
の
正
し
い
診
断
を
受
貯

川

川

は
、
同
の
外
傷
で
症
状
が
現
折
や
骨
腿
街
、
結
核
性
関
節
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

川

訓一一
一一一一一一一一
一一一一一
一一一一
一一一一一一一一
一一一一
一一一一一
一一一一一一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一一一
一一一一一一一一
一一一
一一一一一一一
一一
一一一一一
一一一一一一
一一一一一一一
一一一一
一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一
一一一一
一一
一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一
一一一一一一ヨ

ス
ワ
1
カ
1

よ
び
河
歳
以
上
の
方
に
は
無
料

マ
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
券
を
送
付
す
る

先
平
塚
保
健
所
(
電
話
ロ
ー

マ

日

程

左

上

荻

の
と
お
り

。=ニ
O
)

な
お
、
日
月
日
目
、
ロ
月
日

目、

1
月
日
目
、

2
月
お
目
、

2
月
幻
自
は
、
結
核
健
康
診
断

も
実
施
す
る
(
受
給
無
料
)

マ
申
込
方
法
は
が
き
に
希
望

す
る
検
診
名
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望

日
を
記
入
し
、
一

Tm平
壕
市
浅

間
町
9
1
1
平
塚
市
健
康
課

(
内
線
二
六

O
)
へ

〔施
設
検
診
〕

市
内
の
実
施
医
療
機
関
で
子

宮
顕
が
ん
、
乳
が
ん
、
肺
が
ん

検
診
が
受
け
ら
れ
る
。

マ
検
診
名
、
対
象
、
費
用

子
宮
頚
が
ん
(
叩
歳
以
上
)

一
千
円
、
乳
が
ん
(
却
歳
以
上
)

四
百
円
、

肺
が
ん
(
刊
歳
以
上
)

四
百
円

※
節
目
年
齢
お
よ
び
叩
歳
以
上

の
方
に
は
、
無
料
券
を
送
付
す

る
申
込
方
法
お
よ
び
実
施
医
療

機
関
名
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
健
康
課
(
内
線
二
六

O
)

へ。

が
ん
検
診
で
健
康
確
認

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
を
対

象
に
、
が
ん
の
検
診
を
実
施
す

る
。
年

一
回
は
銀
団
検
静
か
施

設
検
診
で
自
分
の
健
康
の
チ
ェ

ッ
ク
を
し
よ
う
。

【集
団
検
診
〕

マ
検
診
名
、
対
象
、
費
用

胃
が
ん
(
叫
歳
以
上
)
五
百

円
、
大
腸
が
ん
(
刊
歳
以
上
)

三
百
円
、
子
宮
顕
が
ん

(初
歳

以
上
)
四
百
円
、
乳
が
ん

(却

歳
以
上
)
百
円

※
節
目
年
齢
(
初
・
お
・

ω
・

6
・
印
・

日
・
印
・

日
歳
)
お

期 日 ~ 場

8月 18日 (オて) 神田公民館

26日(金) 東海大学湘南校舎

30臼 (x) ※大神公民 館

9月 14El (ノ1<.) ※保健センター

21日(*) ※湘南位協八m咲 支 所

11月 1臼 (jく) ※湘南山協盟国支所

16日(*) 日 本たばこ産業体育館

30日(オ<.) ※湘南 出 協 大 野 支 所

12月 7日(水) 旭南公民 館

11日(臼) 市 役所

1月 11日(*) ※保健センター

2月 8日(オ<.) ※湘南 位 協 大 野 支 所

25日(土) 保健センター

27日(月) 保健センター

がん集団検診 日 程 表

※印は、町がん、大腸 がん検診 のみ実施

痴
呆
老
人
を
抱
え

る
家
族
の
つ
ど
い

介
護
の
工
夫
、
体
験
談
な
ど

自
由
に
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

8
月
5
日
(
金
)
午

前
日
時
3
午
後
2
時

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対

象

痴

射
を
抱
え
る
家
族

お
よ
び
本
人

マ
内
容
作
っ
て
食
べ
よ
う
楽

し
い
料
理

マ
申
込
先
平
嫁
保
健
所
(
電

話
詑

l
O
一
三

O
)

歯
の
健
康
教
室

市
で
は
、
歯
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
の
教
室
を
聞
く
。

マ
日
時

8
月
3
日
(
水
)
午

後
1
時
却
分
3
3時
初
分

マ
会
場
土
屋
公
民
館

マ
講
師
萩
原
鉄
也
歯
科
医
師

マ
内
容
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

ほ
か

マ
持
ち
物
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ

プ
、
手
鏡
、
タ
オ
ル

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
(
電
話

M
1
0一
一
一
一
一
)

... 
『

O前 売所 市民センタ一、チケットセ

ゾン、チケットびあ、ヤンレイレコー

ド、稲元昼楽器底、サクラm底本J苫、

花水谷底外

※市民センターでの包括予約は、

9日(火)午前 8時30分から

グレン・ミラー U.K.レイ・マックヴェイ楽団

演奏会

。 入場料 S席 4，000円、A席 3，500円、

B席 2，500円(市民センターで発売)

O前売り 8月 7臼(臼)午前 10時から

O曲 目真珠のo飾、ムーンライト ・

セレナーデ、茶色の小瓶外

11月5日(土)

午後 6時間場

市民センター

献血lこ孟脇ヌつをEf

く〉街頭献血予定日

• 8月 9日(火)紅谷パールロード、、'〆
午後 2 時~3時30分 、.... 

・8月15日(月)紅谷パールロード ' 

• 8月16日(火)紅谷パールロード

• 8月27日(土)紅谷パールロード

以上献血時間は午前10時

から午後3時30分まで

8月

。ご協力ありがとうございました<7月分〉

日産車体側、欄明製作所、必井金属工業側、横浜ゴム開平爆製造所、機浜ゴム糊

ハマタイト務主権部、 相暗浜エイロクイツブ欄



(4) 

平塚球場

平成6年 8月 1日広報ひらつか

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

健
康
の
増
進

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
を
目
的
に
、
各
種
ス
ポ

ー
ツ
教
室
を
開
催
す
る
。

申
し
込
み
は
、

往
復
は
が
き

こ
人
一
枚
)
に
、
希
望
す
る

教
室

・
コ
1
ス
名
、
氏
名
、
年

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
八
月
八
日
(
月
)
ま
で

に一

T
m平
塚
市
大
原

一
ー

一

平
塚
球
場
内
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
(
電
話
お

l
O
一
O

ニ
)

へ
。
な
お
、
申
し
込
み
多

"a 

第 532号

8 
月

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
る
。

【第
2
回
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
}

マ
日
程

8
月
初
日

i
m月
幻

自
の
毎
週
金
昭
目
、
全
8
回

・
時
間
午
前
日
時
却
分

3
日

時
却
分

マ
会
場
総
合
体
育
館
第
3
体

育
室

マ
参
加
資
格
と
定
員
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
方
(
高
校
生
は
除

く
)
印
人

マ
参
加
料
四
千
八
百
円

【第
2
回
初
級
太
極
拳
教
室
】

マ
日
程

9
月
2
自
ら
日
月
お

自
の
毎
週
金
曜
日
、
全
ロ
回

・
時

間

午

後

6
時
却
分
5
8

時マ
会
場
総
合
体
育
館
第
2
武

道
場

マ
参
加
資
格
と
定
員

。 プロ野球イースタンリーグ(有料)

・4日18時横浜×日本ハム

• 17日18時横浜×千葉ロッテ

・18日18時横浜×西武

• 23日18時横浜×千 葉ロッテ

Oそのほかの主な 大会

• 6目、 7日 9時高等学校軟式野球

南関東大会

ろう学校軟式野球

l拘束大会

お
住
ま
い
、
お
勤
め
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
方
(
高
校
生
は
除

く
)
印
人

マ
参
加
料
六
千
五
百
五
十
円

{第
3
回
水
泳
教
室
】

マ
日
程

9
月
6
日
5
m月
4

日
の
毎
週
火

・
金
暇
日

(
9月

幻
自
は
除
く
)
、
全
8
回

・
時

間

午

後

6
時
叩
分

5
8

時マ
会
場
総
合
体
育
館
プ
ー
ル

マ
参
加
資
格
と
定
員
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
方
(
高
校
生
は
除

く
)

・
第
1
コ
ー
ス

(初
心
者
)

四
歳

5
刊
歳
、
叩
人

・
第
2
コ
1
ス
(
初
心
者
)

叫
歳

tω
歳
、
加
入

・
第
3
コ
1
ス
(
初
級
者
)

四
歳

i
m歳、

m人

マ
参
加
料
五
千
円

{第
1
回
ア
ク
ア
ピ
ク
ス
教
室
〕

マ
日
程

9
月
8
日

s
m月
日

目
の
毎
週
木
昭
臼

(9
月
日
日

は
除
く
)
、
全
5
回

・
時

間

午

後

2
時
却
分

5
3

時
泊
分

マ
会
場
総
合
体
育
館
プ
ー
ル

マ
参
加
資
格
と
定
員
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
の
女
性
お

人マ
参
加

料

四

千
円

【第
2
回
女
性
卓
球
教
室
}

マ
日
程

9
月
幻
自

3
刊
月
四

日
の
毎
週
水
曜
日
、
全
5
回

・
時
間

午
前

9
時
却
分
'
t
B
'
U

時マ
会
場
見
附
台
体
育
館

マ
参
加
資
格
と
定
員
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
の
女
性

・
初

級

犯

人

・
中

級

お

人

マ
参
加
料
三
千
円

若
さ
と
健
康
を

女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

市
内
に

県
体
育
協
会
で
は
、
女
性
を

対
象
に
、
健
康
と
若
さ
を
保
ち

明
る
い
日
常
生
活
が
過
ご
せ
る

よ
う
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
す

る。{
初
級
女
性
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
}

マ
日
程

9
月
却
臼

3
3月
9

日
の
木
曜
日
、
全
初
回

・
時
間

A
コ
1
ス
は
、
午
前

9
時
日
分

5
日
時
、

B
コ
1
ス

c、、 3・E
a 町戸、...，

8 
P 月

• 9 日~11 日 9 時

平塚競技場

は
午
前
日
時
四
分

1
午
後
1
時

マ
会
場
総
合
公
闘
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

マ
定
員
各
コ
I
ス
と
も
却
人

マ
参
加
料
一
万
八
千
円

マ
傷
害
保
険
料

1
人
四
百
円

マ
申
込
期
限

9
月
日
臼
(
火
)

{
初
級
女
性
水
泳
教
室
}

マ
日
程

-
A
コ1
ス

叩
月
6
日
1
3

。 主な大会

4 日 ~ 9 日 9 時 '94ブ ー メラン世

界大会in平塚(8日は前習会)

• 15日17時 ユー スサッカ一国際親笹

試合

国体 陸上競技県予選会

中郡 中体迎陸上競技大会

西地 区中学校陸上記録会

西湘 地区高校サッカー

第 16回ナイター記録会

• 21日 9時

• 23日 9U寺
• 24日9r時
・25日 9時

.27日161侍

月
刊
日
の
木
曜
日
、
全
羽
田

-
B
コ
1
ス

叩

月

M
日
1
3

月
M
自
の
金
蝿
白
、
全
初
回

・
時
間
午
前
日
時

t
u時

マ
会
場
総
合
体
育
館
ブ
ー
ル

マ
定
日

各

コ

1
ス
と
も
日
人

マ
参
加
料

一
万
八
千
円

マ
傷
害
保
険
料

1
人
四
百
円

マ
申
込
期
限

9
月
初
日
九
火
)

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

に
参
加
希
望
の
教
室
・
コ
ー
ス

名
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
屯

話
番
号
を
記
入
し
て
、

一Tm横

浜
市
神
奈
川
区
三
ツ
沢
西
町
三

ー

一

県
立
ス
ポ
ー
ツ
会
館
内

神
奈
川
県
体
育
協
会

(
包
括

O

四
五

l
=一一一

l
O六
五
三
)

二知識
-・-
~ 
-‘・・ツスポ

楽しくスポーツ観戦するために

おおいちょう

大銀杏(大相撲)
苦から人々に親しまれ、 日本固有のス

ポーツとして発展してきた大相撲。 その

競技としての歴史は平安時代までさかの

ぼる。 土俵入り、仕切りの動作などに伝

統的、形式的な美しさがある。

へ
。
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
る
。

h 鼻

、六:戸/『
中でも特徴的なものが関取のヘアース

タイル尖:il:di' d'1ihである。明治維新

のとき 「散盤脱万令」 が出たときも、僚

がないと力士らしくない、と特例として

認められた程である。

しかし、機は単に力士 の象徴としてだ

けあるのではない。 土俵から転落した時

に頭をけがから守るヘルメットの役割り

も果たしているのである。

マ
定
員
各
回
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
方
法
平
塚
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
(
電
話

n
l四
O
九

五
)
へ
直
接
電
話
で

{
ク
イ
ズ
と
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

マ
日
程

9
月
初
日
ま
で
開
催

(
土
、
目
、
祝
日
は
休
み
)

・
時
間
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

午
前
9
時

5
午
後
5
時
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
午
前
日
時

S
U時

お
よ
び
午
後
1
時

5
5時

マ
対
象
小
・
中
学
生
、
高
校

生
(
参
加
自
由
)

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
平

塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
紅
谷

町
十
四
|
二
十

一

T
・
マ
リ

ン
湘
南
ピ
ル
四
・
五
階
、
電
話

n
l
四
O
九
五
)
へ
。

夏
休
み
に
生
活
学
習
を

平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
普
段

訪
れ
る
こ
と
の
少
な
い
小
学
生

か
ら
高
校
生
を
対
象
に
、
消
印
M

者
教
室
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開

催
す
る
。

【
消
費
者
教
室
】

マ
日
程
と
内
容

8
月
幻
自

(月
)
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
?
、

8
月

初
日
(
金
)

食
べ
物
の
こ
と

を
考
え
て
み
よ
う

・
時
間
午
前
日
時

S
U時

マ
対
象
中
学
生
、
高
校
生

$が炉心山

。主な大会

• 7日 9時第15田平塚少年柔道大会、

第28回平 塚市少年少女水泳大会

• 24日 9時第2田県強化リ ーグ卓球

・26B9時第24回西湘地区高校弓道

・27日 9時 全 日 本ジュニアパドミン

トン県予選会

全日本点球選手権県予選

※問い合わせは、総合公園管理

事務所(電話35-2233)へ。

• 30日 9時

生活関連物資価格調査表
消費生活モニター30人による 7月分の平均価格

あ
な
た
の
提
言

消
費
生
活
問
題
研
究
発
表
大

会
実
行
委
員
会
で
は
、
消
費
生

活
に
関
す
る
調
査
、
研
究
な
ど

の
レ
ポ
ー
ト
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
テ
l
マ
私
た
ち
の
暮
ら

し
l
ゆ
た
か
さ
と
は

マ
応
募
規
定
四
百
字
詰
め
原

稿
用
紙

(横
暫
き
、

1
行
犯
文

字
)
5枚
程
度

マ
締
め
切
り

8
月
四
日
(
金
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
は
消
費
生
活
問
題
研
究
発
表

大
会
実
行
委
員
会
(
紅
谷
町
十

四

|
二
十

一
、
平
塚
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
内
、
電
話
幻

l
四
O

九
五
)
へ
。

ロ'"ロ 同 規 絡 小売 l苫 スーパー

合 成洗剤 1.5kg(無リン) 693円 742円
サラダ油 1 kg(ポリ入) 425円 473円
しょうゆ 1 .e， (パック) 291円 292円
トイレット

65m (12{図) 453円 462円
ペーパー

豚 肉 100 g (モモ肉〉 161円 144円

察3 ss MI0個(パック) 152円 146円
さ tt 100 g (切り身) 205円 241円
じゃがb、も 1 kg(男爵) 214円 234円
ほうれ ん慈 1把 167円 184円
み そ 1 kg(赤みそ袋入) 354円 396円
砂〉 君1，1J 1 kg(上白柿) 236円 230円
食パ ン 1斤 162円 158円
灯 ?自 18.e， (配達) 926円
ガソリ ン 1 .e， (現金) 117円

BS勝ち抜き軟謡選手権

-出場者の募集(中学生以上)
f~:tまな幽 3 曲を 2 コーラスずつカセットテー
プに吹き込む。テープには幽名とオリジナル
歌手名、別紙に住所、氏名、年曲者、職策、句
話機号を記入し写真を同封して、 8月 4日
(木)までに「〒231横浜市中区本町 1-4NH  

K償浜放送局BS歌鰯選手権出場希fflJ係へ

8月28日(日)
午後5時30分間演

会場市民センター
・ゲスト出演 小林幸子、長山洋子

・観覧募集
入場希望者は、 8月12日(金)までに往

復はがき(1人 1枚)に住所、氏名、旬

開襟号 を記入して「〒254平塚市見附町

15- 1市民センター BS勝ち敏き歌師選

手権」係へ。多数の場合は抽せん

-問い合わせ 市民センター包括32-2235
NHK横浜放送局電話045-211 0418 

角
川
…ζnbv 

NHK公開録画

日時

。見附台体育館 {電話31-3057)

・開放種目 以隊、バドミントン、パスケッ

ト、軟式庭球(-16時}、バレー06日-1-)

• 8月8日(月)午後 1時"'8時

・8月22日(月)グ

。金田公民館体育館 {句協31-2136)

0金目公民館体育館 {電話58

。神田公民館体育館 (電話55ー0239)

0旭南公民館体育館 {沼郡1-2255)

・開放種目 バレー(9時-13時)、パドミン

トン、卓球 (1311寺-16時)、パスケット(16
時-20時}、

0101) 

億胃tMI@閲脇田

• 8月 1日(月)午前9時~午後8時
・8月15日 ( 月 ) グ

各磁目ともラケット、シャトル、ポー

ルと、よl<tき用運動ぐつの持参を。


	213
	214
	215
	216

